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平成２０年度市民企画事業の決定について

         「市民との協働」によるまちづくりの推進をめざして、市民の皆さんから募集しました企
     画事業のうち市民企画審査委員会で審査したものは11件あり、このうち採択となった４事業を
     事業実施することに決定しました。これらの事業は市の事業として、提案者と市が協働し市民
     の力を活かしながら平成21年度以降に実施します。

　　　２．市民企画審査委員会の開催

　　　１．市民企画事業の募集　募集期間 ５月１日（木）～６月３０日（月）１１件の応募

　　　　　○第一回　平成２０年７月２５日（金）

　　　　　　・ 委員委嘱と審査基準や審議の公開について協議

　　　　　○第二回　平成２０年８月２９日（金）

　　　　　　・ 書類審査　応募内容について書類による審査

　　　　　○第三回　平成２０年９月２８日（日）

　　　　　　・ 提案者によるプレゼンテーション

　　　　　○第四回　平成２０年１０月２３日（木）

　　　　　　・ 市民企画事業として採択する提案の審査

　　　　　　提案者と事業担当課による協議を経て予算措置をし、平成２１年度以降に協働の事業と

　　　３．市民企画審査委員会の審査結果

　　　　　◇採択（４事業）

　　　　　　①鳥見ビオパークつくり

　　　　　　②ライブカメラによる世界遺産「奈良」の四季パノラマ動画配信

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　電　　話：0742－34－1111　内線2221～2223

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　   0742－34－4869（電話・ＦＡＸ）

                                       Ｅメール  ： shiminsankaku@city.nara.lg.jp

　　　　　　③生きつづける木簡

　　　　　　④山辺の道・北道の活性化事業

　　問い合わせ先

　　　　  　して実施します。

　　　　　　　　　 　　奈良市　市民活動部　市民参画課

　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　〒630-8580　奈良市二条大路南一丁目１番１号

　　　４．今後のスケジュール



事   業   名 鳥見ビオパークつくり

提   案   者 鳥見ビオパークつくり隊　代表　市原　康二

提 案 概 要

事   業   名 ライブカメラによる世界遺産「奈良」の四季パノラマ動画配信

提   案   者 情報化支援ネットワーク　代表　森本　勝美

提 案 概 要

事   業   名 生きつづける木簡

提   案   者 もっかん市民グループ　代表　金田　充史

提 案 概 要

事   業   名 山辺の道・北道の活性化事業

提   案   者 山辺の道・北道を考える会　代表　金澤　運

提 案 概 要

　桜井市金屋から天理市石上神宮に至る「山辺の道・南道」は今や全国的
に有名となって多数のハイカーで賑わっている。この道を北進し、奈良市
の虚空蔵町から白亳寺町にかけて道標など設置して「山辺の道・北道」の
整備を行い歴史探訪ウオーキング、四季写真展の開催、小中学校の遠足
コースにするなど、歩く奈良観光の基盤を築き奈良市観光の活性化を図
ろうとする。

　市内の選定した場所にライブカメラを設置し、世界遺産を中心とした奈良
の四季の情景をインターネットを経由して全世界に動画または静止画及び
音声で配信を行う。定点放映によりリアルタイムに状況を映し出すことで確
実な情報を伝えることができるとともに奈良の風情を伝えることで関心を高
め、観光客の増加を図る。

　遷都１３００年記念事業への市民の参加意識の高揚を図るため、この節
目に生きる奈良市民が、今を生きる証と、また今を生きていたメッセージを
未来に残す事業として木簡を書き保存する事業を行うものである。平成２１
年度は筆と墨を使ってメッセージを書いた木簡葉書を作成・郵送し県外に
向け誘客活動を行い、２２年度は記念事業開催中に木簡を埋めるイベント
を行う。

平成２０年度　奈良市市民企画事業 採択事業概要

　鳥見第１号街区公園を、地域住民の知恵と力を結集して整備し、住民憩
いの場（バリアフリー化）、児童の環境学習の場（ビオトープ化）にする。
　①全年代層が楽しめるように公園を、子どもエリア・語らいエリア・多目的
　　エリアに、テーマ別に整備する。
　②車椅子で入園できるようにスロープ状の進入路を設ける。
　③自然遊び、自然観察ができるように、笹の除去、高木の間伐、池の浅
　　瀬化などの整備を行う。
　④水生植物・動物が育つように池を整備し自然浄化を図る。












